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去
る
七
月
二
日
永
眠
さ
れ
た
元
岐
阜
市

立
梅
林
小
学
校
長
苅
谷
忠
芳
さ
ん（
松
栄

町
）に
従
六
位
勲
五
等
瑞
宝
章
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

苅
谷
さ
ん
は
、
昭
和
十
八
年
九
月
に
教

職
に
就
か
れ
、
郡
上
郡
美
並
村
立
三
城
小

学
校
長
を
は
じ
め
、
岐
阜
市
立
長
森
北
小

学
校
長
、
同
梅
林
小
学
校
長
を
歴
任
さ

れ
、
県
内
の
小
中
学
校
で
長
年
に
わ
た
り

教
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
多
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め

ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（

敬
称
略
）

【
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
】

優

勝

第
三
分
団
円
城
寺
班

準
優
勝

第
一
分
団
第
四
班

【
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
】

優

勝

第
二
分
団
長
池
班

準
優
勝

第
一
分
団
第
一
班

【
優
秀
賞
】

▼
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

指
揮
者

石
田

輝
雄（
第
三
分
団
）

一
番
員

太
和
田
浩
司（
第
二
分
団
）

二
番
員

道
家

睦
明（
第
二
分
団
）

三
番
員

不
破

伸
人（
第
三
分
団
）

▼
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

指
揮
者

田
島

良
平（
第
三
分
団
）

一
番
員

大
野

秀
治（
第
一
分
団
）

二
番
員

田
島

一
樹（
第
三
分
団
）

三
番
員

野
田

義
之（
第
一
分
団
）

四
番
員

森

秀
昭（
第
二
分
団
）

賞
さ
れ
ま
し
た
。

野
田
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

作
品
を
造
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
受
賞
は
所
生
全
員
の
励
み
に
な
り
、

陶
芸
学
習
へ
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

町
消
防
操
法
大
会
が
九
月
二
十
二
日
に

笠
松
競
馬
場
第
二
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
技
術
・
資

質
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
、
今
回
で
二
十
回
目
に

な
り
ま
す
。

大
会
に
は
、
二
種
目
に
十
一
の
隊
が
出

場
し
、
水
槽
か
ら
取
水
し
ホ
ー
ス
を
繋
ぎ

放
水
し
て
標
的
を
倒
す
ま
で
の
タ
イ
ム
や

操
作
の
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。
出
場
し

た
団
員
は
、
仕
事
を
終
え
た
夜
や
休
日
に

積
ん
だ
訓
練
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発

揮
、
き
び
き
び
と
し
た
団
員
た
ち
の
動
作

と
連
携
プ
レ
イ
に
来
賓
の
か
た
が
た
や
応

援
の
団
員
な
ど
か
ら
は
盛
ん
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

九
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
の
四
日
間
、

岐
阜
市
の
マ
ー
サ
21
で
開
催
さ
れ
た
「
岐

阜
県
障
害
者
ふ
れ
あ
い
福
祉
フ
ェ
ア
」
に

出
品
し
た
町
心
身
障
害
者
小
規
模
授
産
所

の
所
生
の
野
田
進（
美
笠
通
二
丁
目
）さ
ん

の
陶
芸
作
品
の
花
び
ん
が
県
知
事
賞
を
受

故

苅
谷
忠
芳
さ
ん
に

従
六
位
勲
五
等
瑞
宝
章

第
四
回
笠
松
町
議
会
臨
時
会
が
十
月
二

十
一
日
開
か
れ
、
次
の
案
件
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
排
水
路
改
良
工
事

契
約
金
額

八
千
七
百
四
万
五
千
円

契
約
の
相
手
方

株
式
会
社

加
藤
組

円
城
寺
地
内
の
排
水
路
改
良
工
事

を
施
行
す
る
も
の

第
四
回

笠
松
町
議
会
臨
時
会
開
催

岐
阜
県
障
害
者
ふ
れ
あ
い
福
祉
フ
ェ
ア
で

県
知
事
賞
を
受
賞

火
点
は
前
方
の
標
的

放
水
始
め
！

町
消
防
操
法
大
会

（
株
）オ
ー
ツ
カ
か
ら
十
月
八
日
、
社
会
福

祉
事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
現
金
壱

百
万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

同
社
の
創
立
四
十
周
年
を
記
念
し
て
寄
せ

ら
れ
た
も
の
で
す
。

町
で
は
、
ご
趣
旨
に
沿
う
よ
う
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄　附


